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第１号様式（第７条関係） 

 

文化振興基金活用事業助成金交付申請書 

 

○年○○月○○日  

（宛先） 

秦野市長 

  申請者（団体にあっては、団体の所在地、名称及び代表者名） 

住  所 神奈川県秦野市○○○   

氏  名 申請者氏名        

（団体名・代表者名） 

電話番号 ○○○○-○○-○○○○  

 

秦野市文化振興基金活用事業助成金交付要綱第７条の規定により助成金の交

付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。 

 

１ 事業名    ○○○○○○○○○○ 

 

 

２ 申請額    １８２，０００  円 

 

 

 

 

市税等確認同意書 

助成金の交付申請に当たり、市税等の納付状況を確認することに同意します。 

○年○○月○○日 

住  所 神奈川県秦野市○○○   

氏  名 申請者氏名        

                 （団体にあっては、代表者） 

第２号様式（第７条関係） 

事業計画書 

記入例 

提出日の日付を記載してください。 

事業計画書（第２号様式）と事業名を揃えてください。 

提出日の日付を記載してください。 

団体の場合も、団体の所在地と名称ではなく、

代表者の住所と氏名を記載してください。 

記入例 
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事 業 名 ○○○○○○○○○○○○ 

実 施 期 間 

○年○月○日 

（会計等事務処理終了日○年○月○日） 

 

 

 

 

 

実 施 場 所 ○○ホール 

参加対象者及び人数 
一般市民５００人 

入 場 料 ・ 参 加 費 
☑ 有料（一般 1,000円、学生 500円）□ 無料 

 

具 体 的 内 容 

＜新たに取り組むこと＞ 

・これまでにない新しい取組みで、○○をする。 
＜特色＞ 
・秦野市特有の○○を生かした展示等とする。 

 
 
 
 

 

事 業 の 目 的 

この事業は、日頃、○○を中心に活動している者た
ちが、芸術鑑賞の機会が少ない秦野市民に、質の高い

芸術作品（演奏、作品展示等）に触れてもらう機会を
つくるとともに、芸術への理解を深められるようにす
ることを目的とする。 

 

期 待 さ れ る 効 果 

（ 事 業 の 成 果 ） 

・より多くの方に○○の良さに触れていただく 
・秦野市民に○○活動の機会を提供するなど 

 

別 紙 資 料 ☑ 有（広報計画書、チラシ、企画書等）□ 無 

 

 

第１号様式と揃えてください。 

・複数日ある場合は全日程を記載してください。 

・会計等事務処理が終了する日も必ず併記してください。 

・ゲネプロ、公演日、開演時間などがわかるように記入し

てください。 

 例）ゲネプロ ○年○月○日（会場：○○） 

   公演日  ○年○月○日 

   開場 ○時／開演 ○時／終演 ○時 

複数の会場で実施する場合は全て記載してください。 

構成員ではなく、事業に参加できる観客等

の人数を記載してください。 

料金形態が複数ある場合は全て記載してください。 

なぜ事業を行うのか。（事業の意義） 

事業の具体的な内容・特色・新たに取り組むことをなるべく詳細に

記載してください。 

※用紙に収まらない場合は、別紙で提出 

※実施場所における法規制の有無、地権者等の承諾や、近隣の理解

を得ているかなどについても、別途説明できる資料を提出 

①最終的な目的に対して、今回の事業で期待される効果 

②その事業によって秦野市の文化振興にどのような寄与が 

期待できるか 

企画書、過去のチラシ、記録写真等、事業の様子がわか

る書類をできるだけ添付してください、 
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第３号様式（第７条関係） 

収支予算書 

 

１ 申請額 

(1) 自己負担額の１／２        １８２，５００円 

(2) 申請額（(1)の千円未満切り捨て） １８２，０００円 

２ 収入及び支出に関する予算 

(1) 収入の部 

区分 項目 予算額 積算の基礎（内訳） 

収
入
経
費
（
Ａ
） 

 

入場料 

 

 

 

 

広告収入 

 

 

○○助成金 

 

 

××協賛金 

 

 

400,000円 

 

 

 

 

10,000円 

 

 

 

 

 

10,000円 

 

 

 

一般1,000円×300人 

学生 500円×200人 

（一般、学生が半数ずつとして算出） 

 

 

広告収入5,000円×2社 

 

 

申請中 

 

 

協賛金5,000円×2社 

自
己
負
担
額
（
Ｃ
） 

自己負担額 365,000円 

 

 

 

  

 計 785,000円  

記入例 

入場料・参加料等の根拠は、事

業計画書（第２号様式）の人数

と合わせてください。 

他の助成制度を御利用の際は、申請

額を記載してください。交付が確定

していない場合、金額は未記載で構

いません。積算の基礎に「申請中」

等その旨記載してください。 

注：文化振興基金活用事業助成制度

に申請する金額は記載しないでくだ

さい。 

その他、協賛金収入、販売収入があ

る場合も同様に記載してください、 

自己負担額は自分たちで負担する金額

を記載してください（内訳は不要で

す。）。 

収入の部合計は、支出の部合計と等しく

なります。 



 

 

- 14 - 

 

 

2) 支出の部 

区分 項目 予算額 積算の基礎（内訳） 

助
成
対
象
経
費
（
Ｂ
） 

人
件
費 

出演料 
 

交通費 

500,000円 
 

35,000円 

100,000円×5名 
（指揮者、客員演奏家 4名） 
7,000円×5名 
（指揮者、客員演奏家 4名 
○○⇔秦野往復相当分） 

小計 535,000円  

会
場
設
営
費 

会場使用料 

消耗品費 

 

100,000円 

50,000円 

○○ホール午後～夜間 

会場飾り付け、受付用事務用品 

小計 150,000円  

公
告
宣
伝
費 

印刷費 

郵送料 

消耗品費 

 

50,000円 

15,000円 

5,000円 

チラシ印刷 3,000部 

チラシ郵送費（120円×125箇所）  

チラシ送付用封筒等 

小計 70,000円  

事
業
制
作
費 

印刷製本費 30,000円 チケット印刷代 

小計 30,000円  

 計 785,000円  

（注） 

１ 収入経費（Ａ）とは、入場料、参加費、物品販売、協賛金、広告収入、補助金

等をいう。 

２ 助成対象経費（Ｂ）とは、人件費、会場設営費、広告宣伝費及び事業制作費を

いう。食糧費、備品購入費、交際費、懇親会費、その他事業の実施に当たり直接

必要ないと認められる費用、実施者に対して支払われた費用（報償、宿泊費、交

通費、役務の提供に係る代金等）及び実施者の主たる構成員が所属する団体に対

して支出される費用は含まない。 

３ 収入及び支出の合計は等しくなる。（Ｃは、ＢからＡを差し引いた金額とする） 

４ 申請額は、自己負担額（Ｃ）の２分の１以下で、１，０００円未満切り捨てと 

する。（上限は、個人の場合１０万円、団体の場合３０万円） 

記入例 

支出の部合計は、収入の部合計と等しく

なります。 

項目名は、助成対象経費（P4 参照）のとおり記載してください。 

※助成対象となる経費のみ記載してください。助成対象外であることが明ら

かな経費は記載しないでください。また、申請時に記載されていない費目

は、変更申請を提出しないと対象になりません。 



 

 

- 15 - 

 

第４号様式（第７条関係）  

 

個人・団体概要書 

（ふりがな） 

名称 
○○○○○○○○ 

活動分野 音楽 

活動開始年月 

（設立年月） 
平成１２年４月 

団体種別 

※団体のみ 
任意団体 ・ 法人 

所在地 

（主たる事務所） 
秦野市○○○ 

主な活動地域 
市内（地域：本町地区・西地区を中心に活動） 

市外（地域：県央を中心に活動） 

団体の設立目的 

※団体のみ 

あらゆる人々に対して、文化芸術に関する事業を行い、

文化芸術の普及、発展及び向上に寄与すること 

構成員数 

※団体のみ 

 ８０人（うち役員１０人） 

市内在住（在勤及び在学を含む。）者 ６０ 人 

その他  ２０ 人 

個人・団体の 

情報公開の方法 

☑ ホームページ（アドレス：http: //○○○○○○） 

☑ その他の方法（定期的に情報紙を発行） 

現在の主な活動状況 

・演奏会の開催 

・演奏会のための練習 

 

これまでの主な活動

実績 

【演奏会】 

平成○年○月○日  秦野市文化会館大ホール  「○○○○（タイトル）」  

平成○年○月○日  秦野市○○公民館     「○○○○（タイトル）」  

令和○年○月○日  神奈川県民ホール     「○○○○（タイトル）」  

【展示会】  

平成○年○月○日～○日  秦野市文化会館   「○○○○（タイトル）」  

令和○年○月○日～○日  市民ギャラリー   「○○○○（タイトル）」  

 

 

記入例 

正式名称を記載してください。任意団体として

申請できるのは、規約等があり、資金負担や実

行責任分担が明確な実態のある団体に限りま

す。それらに該当しないグループや個人リサイ

タルは、代表者個人として申請してください。 

募集要項に記載されている文化芸術の範囲（P2 参照） 

個人の場合；住所 

団体の場合：事務所又は代表者住所 

主な活動地域 

別添名簿の人数と一致します 

活動内容が多岐にわたる場合は、箇

条書きで記載してください。 

活動実績は、それぞれの日程・会場がわかるように記載してくださ

い。実績が多数ある場合は、直近の状況を数件記入してください。

チラシ等過去の実績がわかる資料があれば添付してください。 
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直近事業の決算額 

【事業年度】令和元年度（H31.4.19～R元.12.20） 

      785,000円（※収支予算書の｢助成対象経 

費｣にあたる支出を記入） 

 

 

助成金等の状況 
助成金等の交付を受けた年度：平成○○年度 

助成金等の名称：○○○助成金、△△△補助金 

助 成 事 業

（ 申 請 ）

に 関 す る

連 絡 先 ・

窓口 

氏名
（ふりがな）

  

住所 

〒 

 

 

 

電話  FAX  

Ｅ-mail  

通知類の 

送付先 

送付先 
 

宛名  

備考 

１ 「助成金等の状況」欄は、過去５年以内に本市から助成金又は補助金

を受けている場合に、交付を受けた年度及び助成金等の名称を記入して

ください。 

※助成を受けようとする事業について、同一年度内に、本市の他の制度

による助成を受ける場合は、この要綱による助成を受けることはでき

ません。 

２ 個人・団体の活動歴が分かる資料がある場合は、添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

決算資料がある場合は添付してください。 

助成事業申請に関して問い合わせる場合が

あります。事業概要や予算についてわかる

御担当者様を窓口としてください。 

日中に連絡が取れるもの 

秦野市文化振興基金活用事業助成金交付・不交付決定通知等

を送付します。 
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第１０号様式（第１０条関係） 

 

助成対象事業事前着手届 

 

年  月  日  

（宛先） 

秦野市長 

 申請者（団体にあっては、団体の所在地、名称及び代表者名） 

住  所 神奈川県秦野市○○○   

氏  名 申請者氏名        

（団体名・代表者名） 

電話番号 ○○○○-○○-○○○○  

 

文化振興基金活用事業助成金交付要綱第７条の規定に基づき交付申請する次

の事業について、交付決定前に事業着手しますので届け出ます。 

 

１ 事業名 

○○○○○○○○○○○○ 

 

２ 事業着手年月日及び事業完了予定日 

(1) 事業着手年月日 

   ○年○月○日 

 

(2) 事業完了予定日 

   ○年○月○日 

 

 

 

 

 

 

 

kanagawa.jp 

記入例 

第１号様式と揃えてください。 

第２号様式と同じ実施日を記入してください。 

実施日が１日限りの場合は、事業着手年月日と 

事業完了予定日が同日になります。 


